
 
 

待
ま

ちに待
ま

った夏
なつ

休
やす

みが始
はじ

まります。充
じゅう

実
じつ

した夏
なつ

休
やす

みを過
す

ごし、新
しん

学
がっ

期
き

を元
げん

気
き

に迎
むか

えられるように、食
しょく

生
せい

活
かつ

で特
とく

に気
き

をつけたいポイントをまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7年 6月 28日 

江戸川区立大杉小学校 

校    長 藤田 曉美 

栄 養 士  

◆夜
よ

ふかししたりせず、

早
はや

寝
ね

・早
はや

起
お

きを 心
こころ

が

け、朝
あさ

ごはんを毎
まい

日
にち

欠
か

かさず食
た

べましょう。 

◆朝
あさ

ごはんを食
た

べると、

脳
のう

の 働
はたら

きが活
かっ

発
ぱつ

に

なり、 宿
しゅく

題
だい

や勉
べん

強
きょう

に 集
しゅう

中
ちゅう

しやすく 

なります。 

◆栄
えい

養
よう

のバランスも意
い

識
しき

し

てみましょう。 

◆コップ１杯
ぱい

程
てい

度
ど

を、のどが渇
かわ

いた

と感
かん

じる前
まえ

に、こまめに飲
の

みまし

ょう。 

◆冷
れい

房
ぼう

の効
き

いた室
しつ

内
ない

では、のどの

渇
かわ

きを感
かん

じにくいため、特
とく

に意
い

識
しき

して飲
の

みましょう。 

◆水
すい

分
ぶん

補
ほ

給
きゅう

には水
みず

や麦
むぎ

茶
ちゃ

など、甘
あま

くないもの、カフェインを含
ふく

まない

ものにしましょう。 

◆おやつを食
た

べるときは時
じ

間
かん

を 

決
き

めて、お皿
さら

に取
と

り分
わ

けましょう。 

◆冷
つめ

たいものをとり過
す

ぎない

ようにしましょう。 

◆おやつは 食
しょく

事
じ

の一
ひと

つと 考
かんが

え、不
ふ

足
そく

しがちな栄
えい

養
よう

素
そ

を 補
おぎな

う 

のもおすすめです。 

◆ 給
きゅう

食
しょく

がない日
ひ

はカルシウムが不
ふ

足
そく

しやすくなります。

食
しょく

事
じ

やおやつに意
い

識
しき

して取
と

り入
い

れましょう。 



  給
きゅう

食
しょく

の時
じ

間
かん

は 12：1０～1２：５５です。その時
じ

間
かん

に食
た

べるだけでなく、準
じゅん

備
び

・歯
は

磨
みが

き・片
かた

付
づ

けを終
お

わらせなければなりません。給
きゅう

食
しょく

当
とう

番
ばん

は、手
て

を洗
あら

い・白
はく

衣
い

を着
き

ます。給
きゅう

食
しょく

当
とう

番
ばん

ではない人
ひと

は、ランチョンマットをひき、手
て

を洗
あら

い・歯
は

磨
みが

きの準
じゅん

備
び

をします。準
じゅん

備
び

を早
はや

くすることで給
きゅう

食
しょく

を食
た

べる時
じ

間
かん

を多
おお

くとることが

でき、お友
とも

達
だち

と楽
たの

しく話
はな

して食
た

べることができます。お友
とも

達
だち

と楽
たの

しく話
はな

すことに夢
む

中
ちゅう

になると給
きゅう

食
しょく

を食
た

べる時
じ

間
かん

が無
な

くなってしまいます。時
じ

間
かん

内
ない

に食
た

べられるよう

自分が食べきれる量
りょう

やスピードを確
かく

認
にん

していきましょう。 

  

食育ニュース 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月の給食で、絵本の中に出てきた料理を提供します。物語を読み進める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月
がつ

の給 食
きゅうしょく

目標
もくひょう

 

給
きゅう

食
しょく

の時
じ

間
かん

を守
まも

って食
た

べよう！ 

コロナ返金について 

6月 2６日（木） そらまめのさやむき 

3 年生がそらまめのさやむきをしました。旬には、さやつきのものが出回りま

す。栄養士から旬についての話を聞いた後、さやむきをしました。よく観察しなが

らむきました。 
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